
<forum> 分 析 セ ン ター設 立 2ヶ年の歩 み

以前は大型測定機器が学部乃至学科E:とに設置

され運営されていたがそれでは利用する上で不便

であり非能率的なのでこれらの機器を全学的に一

括して管理運営することになり､その目的で分析

センターが昭和55年に設立された.その数年前か

ら同じ目的で ｢共通機器運営委員会｣というのが

あり実績をあげて来たが､やがて発展的に解消し

て分析センターが誕生したのである｡設立初年度

はセンター長､専任助教授､専任技官､研究員な

どの任命､専任事務職員の採用などまず人員構成

を整えた｡同時に研究員会議に於て測定機器の円

滑な運営をはかる傍ら分析センターの性格につい

ても討議し､ 1.測定機器の管理運営､2.研究プロ

ジェクトの編成､3.可能な範囲での測定サービス

などの基本方針を決めた｡しかし数少ない専任教

職員 (と予算)で発足直後から万全を期すのは難

しい｡

次年度に入って､3専門分野の研究プロジュク

トを設定した｡プロジェクトのタイトルは次の通

りである｡ 1)特殊なパイ電子系化合物の研究｡

J])遷移金属化合物の合成 ･構造及び物性に関す

る研究｡ m)マススペクトルの情報処理｡プロ

ジュクトに対する予算配分にあたっては､研究推

進に必要欠くべからざるセンター所属の大型機器

のアクセサリーの購入に当て､薬品等の消耗費に

は当てないことにした｡なお昭和57年3月末に､

英文用ワードプロセッサーを購入した｡研究論文

を書く際､初回だけ教官がタイプを打ってディス

クに入れさえすれば次回以降の論文修正はセンタ

ー事務職員がやってくれることを考えているので

化学系教官に限らず誰方でも広くこ利用頂き度い｡

プロジェクト編成の他に､次年度 (2年目)のも

うひとつの問題は分析センターの建物を建てるこ

とである｡こ承知の通りセンターの建物はまだな

い｡若干の手持ち面積はあるが少ないので､概算

理学部化学科 海老根 誠 治

要求として面積増を出したがまだ許可されるに至

っていない｡情報処理センター (まだ認められて

いない)と合併して建築する方針である｡この件

は野平センタ-長が引続き奔走努力されているO

時節がら要求には白から限度があるけれども､近

い将来に良い条件で立派な建物が建つことを期待

したい｡概算要求で他に部門増も出している｡

分析センター発足以来2ヶ年を経て､研究員各

位の努力によって組織､業務､性格などが一応の

形を整えて来た｡千葉大､筑波大の分析センター

を調べて見たが､大学の事情が異るから一律には

いかないにしても大いに参考になった｡本学の分

析センターはそれなりの独自性をもって益々発展

することを祈ってやまない｡以下に､分析センター

ー発足以来2ヶ年の歩みを箇条書きに付記する｡

- 昭和55年度 分析センタ-活動状況-

1.人事関係

(1)助教授の採用 (56.1.1付)

佐藤 勝 (元理学部化学科助手)

(2)技官の採用 (56.3.1付)

久保 正雄 (元工学部技官)

(3)臨時職員の採用 (56.3.23付)

望月 晶子,退職 (56.7.31)

2.研究員の構成

下沢 (哩,教授)

飯田 (工,助教授)

町ロ (教養部教授)

計6名 (55.9.4付)

前田 (哩,助教授)

橋本 (哩,教授)

岩本 (工,助教授)

計4名 (56.2.9付)
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松田 (工,教授)

野口 (工,助手)

佐藤 (分析センター助軸受)

(55.10.2付)

吉田 (教育,助教授)

平塚 (工,助手)

合計11名



3.分析センター室 (仮)設置

理学部化学科214号室 内繰2418

4.研究員会議

55年度 7回

5.研究実績抄録発行

/砿4 研究39件 (55年3月発行)

/拓5 研究47件 (56年5月発行)

- 昭和56年度 分析センター活動状況-

1.分析センター管理委員会

第 1回 (56.5.1) 57年度概算要求

第2回 (57.3.18) 分析センタ-長選考内規

2.分析センター研究員会議

第 1回 (4月11日),

第3回 (5月6日),

第5回 (6月23日),

第7回 (9月16日),

第9回 (11月19日),

第11回 (12月14日),

第13回 (3月15日),

第2回 (4月27日)

第4rE!l(5月26日)

第6回 (7月22日)

第8回 (10月5日)

第10回 (11月30日)

第12回 (J57年 1月11日)

第14回 (3月29日)

3.分析センターの英名称及び機関誌､速報誌の

名称の決定

ChemlCalAnalystsCenter,Saitama

Universlty.CACSForum.CACSNews

4.57年度概算要求提出 (第2LPl研究委員会議,

第 1回管理委員会,5月 1日)

5.CACS Forum 創刊号発行(56年10月)

学長及各学部長巻頭言､特集 ｢分析センター

所管大型機器の紹介と利用解説｣
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6.CACS News:Not(56年10月).No,2(12

月),NQ3(57年2月),Na4 (4月)を発行

7. 7機種 (MS,NMR,LR,EPM,XDF,

ESR,LC)を増及び工学部から分析センタ-

に移管 (第7回及び第9回研究員会議)

8.MS測定サービス開始,10月20日 (CACS

News,Nal)

9. 3つの研究プロジェクトを編成 (第10回,第

11回研究員会議及びCACS NewsN0.3)

(10月)

∫)特殊なパイ電子系化合物の研究 (代表者

海老根教授)

乃)遷移金属化合物の合成 ･構造及び物性に関

する研究 (代表者 飯田助教授)

阻)マススペクトルの情報処理 (代表者 下沢

教授)

注 上記I),a)を主題として科学研究費を申

請した｡

10.臨時職員の採用 (57年 1月25日付)塚原篤子

ll. ｢研究実績抄録｣Na6の発行

57年2月末日を以て原稿〆切｡収録論文数62篇｡

12.次期分析センター管理委員会候補者の推薦依頼

(57年2月) (現委員は3月31日で任期満了)

13.ワードプロセッサ (欧文用,*リベッティET-

351)購入 (57年3月) (CACS NewsNu4)

14.58年度概算要求提出 (第14回研究員会議,

57年度第 1回管理委員会)

(前分析センター長)


